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右
の
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京
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に
伴
う
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の
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に
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る
質
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意
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原 
 
 

実 

 

一 

 



 

東
京
湾
岸
道
路
（
東
関
東
自
動
車
道
・
国
道
三
五
七
号
線
の
低
速
・
中
速
を
含
む
。
）
の
建
設
に
伴
う
環
境
へ
の

影
響
に
は
憂
慮
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
よ
つ
て
左
記
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

一 

現
在
建
設
中
の
東
京
湾
岸
道
路
の
沿
道
の
う
ち
千
葉
市
真
砂
地
区
、
稲
毛
海
岸
住
宅
地
区
の
環
境
基
準
は
、

大
気
に
関
す
る
す
べ
て
の
物
質
、
騒
音
に
関
す
る
基
準
を
含
め
て
、
将
来
と
も
十
分
に
守
ら
れ
る
か
ど
う
か
疑

問
で
あ
る
。
よ
つ
て
次
の
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 
ロ 

建
設
省
の
環
境
影
響
評
価
技
術
指
針
は
、
環
境
庁
で
開
発
し
て
い
る
計
算
モ
デ
ル
と
異
な
る
方
法
で
実
施

し
て
い
る
が
、
な
ぜ
か
。
そ
の
差
違
と
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

イ 

建
設
省
作
成
の
環
境
影
響
評
価
技
術
指
針
に
基
づ
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
を
明
ら
か
に
し
て
欲
し
い
。 

ハ 

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
照
合
を
行
つ
て
い
る
の
か
。
行
つ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
な
ぜ
か
。
道
路
完
成
時
に
お
け 

東
京
湾
岸
道
路
の
建
設
に
伴
う
環
境
へ
の
影
響
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

二 

当
該
地
域
の
環
境
対
策
に
つ
い
て
次
の
点
に
お
答
え
願
い
た
い
。 

ニ 

都
市
計
画
法
第
十
三
条
の
都
市
計
画
基
準
に
つ
い
て
の
、
千
葉
県
の
公
害
防
止
計
画
に
適
合
す
る
計
算
結

果
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
（
国
道
一
四
号
線
・
三
五
七
号
線
・
東
関
東
自
動
車
道
及
び
市
道
の
年
度
別
、 

 

車
種
別
、
時
間
帯
別
の
交
通
量
と
自
動
車
別
の
Ｎ
Ｏ
ｘ
と
粉
じ
ん
の
排
出
量
、
自
動
車
別
の
騒
音
、
各
規
制

車
の
年
度
別
代
替
率
） 

イ 

当
該
地
域
は
、
現
状
で
も
国
道
一
四
号
線
が
環
境
基
準
を
超
え
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
沿
道
の
住
民
は
、

深
夜
に
東
京
方
面
に
向
か
う
大
型
車
の
騒
音
に
悩
ま
さ
れ
、
風
邪
を
ひ
き
や
す
く
、
直
り
に
く
い
な
ど
の
症

状
を
訴
え
る
も
の
が
多
い
。
環
境
対
策
を
立
て
る
た
め
に
疫
学
的
調
査
を
や
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う 

る
大
気
汚
染
や
騒
音
等
の
環
境
が
ど
う
な
る
の
か
の
計
算
は
、
す
べ
て
の
発
生
源
を
計
算
の
な
か
に
入
れ 

て
、
は
じ
め
て
道
路
に
よ
る
汚
染
の
数
値
、
そ
れ
が
環
境
基
準
を
超
え
な
い
か
ど
う
か
が
判
定
で
き
る
と
考

え
ら
れ
る
が
ど
う
か
。 

四 

 



 

ニ 

当
地
区
の
反
対
側
に
は
検
見
川
小
学
校
が
あ
り
、
千
葉
市
が
環
境
測
定
を
行
つ
て
い
る
が
そ
の
結
果 

 

に
よ
る
と
、
Ｎ
Ｏ(

二
酸
化
窒
素)

は
高
い
年
で
平
均
値
〇･

〇
三
八
ｐ
ｐ
ｍ
、
低
い
年
で
〇･

〇
二
八
ｐ
ｐ
ｍ

で
あ
る
。
千
葉
県
は
新
環
境
基
準
で
一
日
平
均
値
を
下
限
の
〇
・
〇
四
ｐ
ｐ
ｍ
を
採
用
す
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
年
平
均
値
に
す
る
と
、
非
超
過
確
率
九
八
％
値
で
、
〇
・
〇
一
四
％
と
な
る
。
そ
う
す
る
と
現
状
で 

ロ 

道
路
計
画
の
沿
線
に
は
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
病
院
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
に
対
す
る
交
通

事
故
防
止
、
静
安
を
保
つ
た
め
の
対
策
は
考
慮
し
て
い
る
の
か
。 

ハ 

気
象
庁
の
調
査
に
よ
る
と
、
東
京
湾
の
底
部
に
当
た
る
当
該
地
域
は
、
風
の
弱
い
日
は
東
京
湾
か
ら
の
風
、

房
総
方
面
か
ら
の
風
、
鹿
島
方
面
か
ら
の
風
の
周
東
域
で
あ
り
、
こ
の
た
め
こ
の
地
域
は
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

（
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度
）
が
全
国
平
均
よ
り
高
い
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に
十
四
車
線
も
の
道
路
を
建
設
し
て

も
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生
に
影
響
は
な
い
の
か
。 

か
。 

2  

五 

 



 

 

六 

も
こ
の
倍
以
上
の
濃
度
で
あ
る
。
ま
た
当
地
区
に
隣
接
す
る
幕
張
埋
立
地
に
は
ゴ
ミ
焼
却
、
下
水
汚
泥
焼 

 
却
、
工
場
、
事
業
所
、
第
二
湾
岸
道
路
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
発
生
源
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
状
況
の
な
か
で
将
来
に
わ
た
つ
て
環
境
基
準
が
守
ら
れ
得
る
の
か
、
具
体
的
な
回
答
を
願
い
た
い
。 

三 

当
該
地
域
の
住
民
は
、
道
路
建
設
に
伴
う
環
境
汚
染
に
つ
い
て
著
し
く
不
安
を
抱
い
て
い
る
。
沿
道
住
民
に

対
し
て
こ
れ
ま
で
そ
の
要
望
を
聞
き
、
そ
の
不
安
に
答
え
る
た
め
の
説
明
会
、
話
合
い
を
行
つ
た
こ
と
が
あ
る

か
。
そ
の
経
過
と
今
後
の
方
針
を
示
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


